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資金分配団体 審査会議 議事概要 

原油価格・物価高騰、子育て及び新型コロナ対応支援枠＜随時募集＞第４次 
 
1. 日時：2024 年１月 23 日（火） 開会 10：00－閉会 12：00 

 
2. 場所：東京都千代田区内幸町 2 丁目 2 番 3 号日比谷国際ビル 314 

JANPIA 事務所内 大会議室、Zoom  
 
3. 審査委員（敬称略） 
・髙原康次（グロービス大学院 講師）[議長] 
・菅野拓（大阪市立大学大学院文学研究科准教授) 
・永沢映（NPO 法人コミュニティビジネスサポートセンター代表理事） 
・功能聡子（ARUN 合同会社代表） 
・審査事務局：JANPIA 

 
4. 議題 

2023年度原油価格・物価高騰、子育て及び新型コロナ対応支援枠〈随時募集〉第４次の
審査 
 

5. 申請の状況 
17事業 

 
6. 議事の前提 

 審査会議では、公募要領に定める「選定基準」とともに、「選定配慮事項・優先選 
定」に留意し審査を行った。 

 審査委員は審査会議に先立ち、事務局から送付された「申請書類」に基づいて手元
審査を行い、審査の過程で生じた疑問については、審査委員にて分担し、各選定申
請団体のヒアリングを行った。 

 審査委員は手元審査・面談結果を受け、その結果を事業ごとにコメントとして整理
し、審査会議に臨んだ。 

 
7. 議事要旨  

審査委員 4 名の出席により、高原審査委員が議長を務め、審査を行った。 議事におい
ては、各審査委員が事前に実施した手元審査の結果を踏まえたコメントを相互に確認し
ながら検討し、「JANPIA 理事会に対して、選定を推薦する事業」の選定を行った。 
なお、審査委員へ選定申請団体名について事前に共有し、利益相反についての自己申告
があった事業については、当該団体の審査には加わらなかった。 
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〈利益相反自己申告の状況〉 
・髙原康次 
―特定非営利活動法人青少年自立援助センター、特定非営利活動法人キッズドアのコ
ンソーシアム構成団体である READYFOR 株式会社 
 

・菅野拓 
 ―公益社団法人日本サードセクター経営者協会のコンソーシアム構成団体である 
一般社団法人こども女性ネット東海 

 
審査 
(１) JANPIA 理事会に対し推薦する事業：以下の 11 事業 

 
以下の事業については、審査委員全員から推薦すべきとの意見があり、推薦すること
とした。 
 
 一般財団法人南西地域産業活性化センター 
 公益社団法人フードバンクかながわ 
 
以下の事業については、推薦すべきとの意見であったが、一部の委員からの指摘事項
があり、改善に向けた期待事項を付す等により、推薦することとした。 

 
 特定非営利活動法人困窮者支援ネットワーク 

 ネットワーク構築が事業の中核的な内容であるため、ステークホルダーマッ
プやロジックモデルを作成し、取り組むべき課題と事業計画をより整理して
事業を実施することを期待する。 
 

 特定非営利活動法人ムラのミライ 
 助成経験やひとり親家庭支援のノウハウを有する団体等から多様な視点のア

ドバイスを得ながら補強し、視野を広げながら事業を進めることが望まれる。 
 

 公益財団法人長野県みらい基金 
 支援先と行政をつなげるという展望は地域特性を鑑み中長期の支援計画が必

要と思料される。これまでの経験や実績を活かした丁寧な伴走支援を期待す
る。 

 
 一般財団法人ちくご川コミュニティ財団 

 対象層の分析やリーチについて具体的な立案が必要である。事業の実施に際
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しては専門家との連携を十分にとることが望まれる。 
 

 特定非営利活動法人青少年自立援助センター 
 実行団体の想定数が10～12団体と比較的多いことから必要に応じて専門家や

専門機関との連携も検討し、１年弱という短い事業期間のなかでも次の打ち
手に繋がることを期待する。 
 

 特定非営利活動法人キッズドア 
 コンソーシアムによる効果的な事業運営を期待する。 

 
 公益財団法人みらいファンド沖縄 

 沖縄県内の食支援を取り巻くコミュニティの構築や知見の共有を視野に入れ
た事業展開が望まれる。沖縄県内の関係団体との連携を前提とした事業設計
を行うことが望まれる。 
 

 認定特定非営利活動法人富士山クラブ 
 当事者分析、問題構造分析、解決策の設計などの精緻化について、協議しなが

ら事業を遂行することが望まれる。 
 

 一般社団法人コミュニティネットワーク協会 
 事業実施にあたっては、より効果を高めていくために事業計画の具体化と実

施体制の強化等が望まれる。 
 

(２) 推薦を見送ることとなった事業：以下の６事業 
申請のあった事業について、「選定基準」等に照らし、審査委員会としての推薦を見送
ることとなった。 
 
 特定非営利活動法人新座子育てネットワーク 
 一般財団法人ふくしま百年基金 
 一般財団法人日本未来創造公益資本財団 
 NPO 法人いるか 
 小値賀地域ブランド製作所株式会社 
 公益社団法人日本サードセクター経営者協会 

 
 
 

以上 


